
1986年出上の木簡

広
島
ｏ草
戸
千
軒
町
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
広
島
県
福
山
市
草
戸
町

２
　
調
査
期
間
　
　
第
三
五

・
三
六
次
調
査
　
一
九
八
五
年
（昭
６０
）
一
一
月
ｉ

一
九
八
七
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
広
島
県
草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
松
下
正
司

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
集
落
跡

遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
を
江
戸
時
代

（中
心
は
主
に
鎌
倉

・室
町
時
代
）

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

第
三
五
次
調
査
区
は
、
遺
跡
包
蔵
中
洲
の
中
央
部
西
端
に
位
置
し
、
東
西
約

三
五
ｍ
、
南
北
四
〇
ｍ
の
約

一
四
〇
〇
ド
で
あ
る
。

こ
の
調
査
区
北
半
部
で
は
、
中
洲
北
部
に
広
が
る
室
町
時
代
後
半
の
町
囲

・

町
割
の
た
め
の
大
規
模
な
柵
囲
が
完
結
し

（
ｓ
Ａ
二
〇
九
〇
・
三
〓
一一五
）、
全
体

で
は
、
概
ね
東
西
九
五
ｍ
。
南
北

一
四
五
ｍ
の
規
模
に
な
る
。
ま

た

こ

の
柵

囲
の
外
周
を
、
鎌
倉
時
代
後
半
か
ら
室
町
時
代
後
半
に
わ
た
る
溝
群
が
、
複
雑

に
切
合

っ
て
巡

っ
て
お
り
（
Ｓ
Ｄ
二
〇
七
〇

・
二
〇
七
二
・
三
〓
二
〇

・
三
一
四
〇

・

三
一
四
一
≧
〓
四
一し
、　
長
期
間
、　
一
定
方
向
で
町
割
と
し
て
機
能
し
て
い
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。　
ま
た
南
半
部
で
は
、

室
町
時
代
後
半
の
小
規
模
な
柵

（
Ｓ
杢
一三

一
〇

二
壬
一三

一
・
三
三
〓
下

三
三
〓
こ

や
、
各
時
期
の
多
数
の
柱

穴

。
礎
石
群
、　
六
基
の
井
戸

（
ｓ
Ｅ
三
一一一一五
二
≡
一七
五
二
≡
一九
〇
・
一一一一≡
一

五
二
三

二
五
≧
〓
西
○
）、　
約

一
二
六
〇
〇
枚
の
古
銭
を
収
納
し
た
埋
甕
遺

構

（
ｓ
丞
三
二
〇
〇
）
な
ど
を
検
出
し
た
。
木
簡
は
Ｓ
Ｄ
三

一
四
〇
か
ら

一
点
、

Ｓ
Ｅ
三
二
七
五
か
ら
か
ら
三
点
出
土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
三

一
四
〇
は
室
町
時
代
前
半
頃
の
東
西
溝
で
、
南
北
方
向
の
Ｓ
Ｄ
二
〇

七
〇
と
結
ば
れ
て
い
る
。
東
側
の
第
三
四
次
調
査
区
で
Ｓ
Ｇ
三
〇
六
〇
池
に
流

れ
込
ん
で
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
全
長
は
六
〇
ｍ
に
な
る
。

Ｓ
Ｅ
三
二
七
五
は
鎌
倉
時
代
後
半
の
木
組
の
方
形
井
戸
で
、
径
二

・
三
ｍ
の

掘
形
に
、　
一
辺

一
。
一
ｍ
、
深
さ

一
・
四
ｍ
の
井
戸
側
を
持
ち
、
井
筒
と
し
て

曲
物
が
据
え
ら
れ
て
い
た
。
内
部
か
ら
、
多
量
の
上
師
質
土
器
、
杓
子
状
木
製

品

・
折
敷

・
漆
器

。
下
駄
な
ど
の
木
製
品
、
骨
角
製
の

「
さ
い
こ
ろ
」
な
ど
が

出
土
し
て
い
る
。

第
二
六
次
調
査
区
は
、
中
洲
の
中
央
部
に
位
置
し
、
東
西
五
〇
ｍ
、
南
北
五
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Ｏ
ｍ
の
二
五
〇
〇
∬
で
あ
る
。
こ
の
調
査
区
に
は
、　
一
九
六

一
（昭
３６
▼

六
二

年
に
、
第

一
。
二
次
調
査
の
ト
レ
ン
チ
が
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
現
在
に
至
る
大

規
模
調
査
の
端
緒
と
な
っ
た
地
区
で
、
今
回
、
往
時
に
言
わ
ば
点
と
し
て
確
認

さ
れ
た
遺
構
を
、
面
と
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

調
査
区
東
側
に
は
、
室
町
時
代
全
期
に
わ
た
っ
て
長
期
間
機
能
し
た
濠
の
よ

う
な
大
規
模
な
池
状
遺
構

（
ｓ
Ｇ
三
〇
六
〇
）
が
あ
る
。
西
側
に
は
、
鎌
倉
時
代

後
半
ｉ
室
町
時
代
前
半
の
町
造
り
の
骨
格
を
な
す
柵

（柵
一
！
一こ
、
溝

（溝
一
ｔ

〓
σ
が
あ
る
。

そ
し
て
、
柱
穴

・
礎
石

・
土
羨
な
ど
は
、
調
査
区
北
西
部
を
中

心
に
み
ら
れ
た
の
み
で
、
全
域
に
は
広
が

っ
て
い
な
い
。
木
簡
は
Ｓ
Ｇ
三
〇
六

〇
、
Ｓ
Ｋ
三
四
二
五

（上
壌
八
）
上
二
四
五
二

（土
墳
一
）
と
二
四
五
六

（土
躾
三
）

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
四
点

・
二
点

・
七
点

。
一
点
の
計

一
四
点
が
出
上
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｇ
三
〇
六
〇
は
北
側
の
第
三
二

・
三
四
次
調
査
区
か
ら
続
く
も
の
で
、
調

査
区
東
側
を
縦
貫
し
、
更
に
南
側
の
調
査
区
へ
延
び
て
い
る
。
東
西

一
五
ｍ
、

南
北
七
〇
ｍ
以
上
に
な
る
大
規
模
な
も
の
で
、
周
辺
の
状
況
か
ら
、
室
町
時
代

全
期
に
わ
た
っ
て
集
落
の
東
限
を
画
す
濠
の
よ
う
な
施
設
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｓ
Ｋ
三
四
二
五
は
Ｓ
Ｇ
三
〇
六
〇
が
埋
ま
っ
た
段
階
で
掘
ら
れ
た
も
の
で
、

東
西
二

・
六
ｍ
、
南
北
二

・
Ｏ
ｍ
、
深
さ
〇

・
五
ｍ
を
測
る
。
杭
の
片
面
を
削

っ
て
墨
書
し
た
柱
状
の
塔
婆
①
が
打
込
ま
れ
、
傍
ら
か
ら
五
輪
塔
火
輪
が
出
土

し
て
い
る
。

Ｓ
Ｋ
三
四
五
二
は
東
西
二

・
六
ｍ
、
南
北
二

。
Ｏ
ｍ
、
深
さ
○

・
六
ｍ
、
Ｓ

Ｋ
三
四
五
六
は
東
西

一
・
五
ｍ
、
南
北
四

。
Ｏ
ｍ
、
深
さ
○

・
八
ｍ
を
測
る
。

共
に
数
千
本
に
及
が
箸
状
木
製
品
の
ほ
か
、
折
敷

・
曲
物

・
下
駄

・
草
履
状
木

製
品

。
漆
器
な
ど
の
木
製
品
を
中
心
と
し
た
廃
棄
用
の
上
羨
と
考
え
ら
れ
る
。

共
に
室
町
時
代
前
半
の
も
の
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

Ｓ
Ｄ
三
一
四
〇

①

　

「
三
百
升
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（億
ｙ
∞ダ
”
牌３

Ｓ
Ｅ
三
二
七
五

（②
　
　
「日
日
日
日
Ｈ
Ш
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ざ
）
ｘ
命
９
×
］
μ８

③

　

「
＜

二

と

四
〔
酔

児

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

牌
ヽ
受

∞
貿

伽

Ｅ

〔〕　　　「／くヽｍ卿レ」一′、〔蒔叶神ゎ」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　μ∞Φ×∞⇔×伽　μ解μ

Ｓ
Ｇ
三
〇
六
〇

〔閃】　　　　　「［‐‐］」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　μ∞∞
〉〈∞『
Ｘ
〕Ｏ　　μ卜∞

０

　

「質
負
て
く
棗
重
南
無
六
道
能
化
地
蔵
大
菩
薩
（Φヽ
Ｎ）
Ｘ
”∞
Ｘ
Φ
　
μ【〇

⑦

冒

４

霞

回
こ

呂

回

□

回

日

日

Ｔ

＝
日
日
□
　
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
（懸
μｙ
ｅ
∀
ｅ
）
霞
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Ｓ
Ｋ
三
四
二
五

〔白
ヵ
〕

①

　

日
日
日
甲

…
∴
日
脚
敬
□
」

Ｓ
Ｋ
三
四
五
二

０

「
く

。ミ

棗

」

一⑦

（ヽ
卜Φ
にＴＯ
ドヽ
）
Ｘ
（『〇）
Ｘ
（り〇）　　μΦい

的
〇
〇
〉ハ
囀
Ｏ
Ｘ
］
　
　
μ
Ｎ
］

Ｔ
‐十
日
田
∬
田
円
Ｌ

一　

　

　

一　

　

　

一

Ｓ
Ｋ
三
四
五
六

⑩

　

「□
回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ｄ

入
じ

通

μ８

②

・
⑩
は
、
墨
書
さ
れ
た
折
敷
の
破
片
で
あ
る
。
③

ｏ
①
は
、
そ
れ
ぞ
れ
あ

る
物
品
の
二
斗
四
升

・
四
斗
六
升
の
荷
札
と
考
え
ら
れ
る
。
⑨
は
笹
塔
婆
で
、

Ｓ
Ｋ
三
四
五
二
か
ら
同
じ
文
言
の
も
の
が
六
点
出
上
し
て
お
り
、
三
点
は
重
な

っ
て
い
た
。
０
は
表
面
を
何
度
も
削

っ
て
使
用
し
た
も
の
で
、
墨
痕
は
削
り
残

(3)

|
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Foρ部ヽ 患。

免督 o
p難
0

観
静
（いい中）　　ＳＤ９７　　　　Ｘ３３３０

隷絆嘉
lttφttf

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
①
は
上
部
と
下
部
と
は
直
接

接
合
し
な
か
っ
た
が
、
調
査
時
の
状
況
か
ら
、
同

一
の
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
⑥
は
頭
部
を
五
輪
形
に
整
え
た
板
塔
婆
で
、

文
字
が
切
れ
る
所
に
木
釘
が
残

っ
て
い
る
。
①
は
細
い
丸
木

の
片
面
を
削

っ
て
墨
書
し
た
も
の
で
、
柱
状
の
塔
婆
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

志
田
原
重
人

「中
世
の
民
衆
と
地
蔵
信
仰
」
ｑ
草
戸
千
軒
』

此
‐６‐
　
一
九
八
六
年
）

福
島
政
文

。
田
辺
英
男

。
大
上
裕
士

・
篠
原
正
治

「草
戸

千
軒
町
遺
跡
第
３５
次
調
査
概
要
」

（同

配
ｎ

一
九
八
七
年
）

下
津
間
康
夫

・
福
島
政
文

「車
戸
千
軒
町
遺
跡
第
３６

・
３７

次
調
査
略
報
」
（同

配
‐６５

一
九
八
七
年
）

広
島
県
草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所

『草
戸
千
軒
町
遺

跡
―
第
三
五

・
三
六
次
発
掘
調
査
概
要
―
』
（広
島
県
車
戸
千

軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所
年
報
一
九
八
六
、　
一
九
八
八
年
刊
行
予
定
）

（下
津
間
康
夫
）




